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(2) 洪水の概要 
標津川流域の主な洪水被害の概要を表 1-1に示す。 
標津川の戦後最大の洪水は、昭和 22年 9月、関東、東北地方等に大被害をも

たらしたカスリーン台風による豪雨で、北海道も函館から根室にかけて総雨量

100～200mmを記録する豪雨に見舞われた。 
北海道による改修工事を始めた前年の昭和 33年 9月には、台風 21号の影響

により河川の増水によるはん濫や河岸決壊などの被害が生じた。昭和 35年 3月
の融雪出水では、死者・行方不明者 4名、浸水家屋 64戸、橋梁流失 1箇所の被
害が生じている。 

近年においても、平成 10年 9月の台風で戦後第 2位の流量を記録しており、
畑地等 79haが冠水するなどの被害が発生している。 

 
 
 
 
 
 
 

 
昭和 35 年 3 月洪水の被害状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 10 年 9 月洪水の被害状況 

 

 

流失直前の東一条橋（中標津町史より）

中標津町の浸水状況水防状況 
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表 1-1 標津川の主な洪水被害の概要 

雨量の（ ）内は観測所名 
観測流量の（ ）内は痕跡水位による。また［ ］内ピーク流量は速報値（平成 19年 8月現在） 
被害等：標津川（標津町・中標津町）での被害を記載した。（昭和 22年は北海道全域の被害を記載） 
出典：注 1)「標津川 治水 40年の歩み」 
   注 2)「水害」財団法人北海道開発協会 

（監修：国土交通省北海道開発局建設部河川管理課）：平成 17年 3月発行 
   注 3)「災害記録」北海道（毎年発行） 
   注 4) 中標津町調べ 
   注 5) H18.10.6～低気圧による被害・対策状況（第 28報・最終報）北海道防災消防課HP 

（http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/bsb/index.htm） 
注 6)比流量による推定値 
注 7)昭和 56年 俵橋地点の観測流量は、欠測扱い。 

洪水発年月日 気象原因 
代表地点
雨量 

（㎜／日）

観測流量
（ｍ3／s） 

被 害 等 
合流点
地点

俵橋
地点

大正9年8月9日～13日 低気圧 
集中豪雨 ― ― ― 注 1)

各所で増水氾濫 

昭和22年9月14日～16日 カスリーン 
台風 ― (912) 583

注 6)

注 2)
※北海道全域 
死者・行方不明者 11名 
家屋倒壊     33戸 
家屋流失     20戸 
家屋浸水     7,288戸 
田畑冠水     7,261ha 

昭和33年9月18日 台風 21号 95 
（標津）

― ― 
注 1)

標津川の増水による氾濫 
河岸決壊等 

昭和35年3月13日～14日 低気圧 131 
（計根別）

205 ― 
注 1)

死者・行方不明者  4名 
床上浸水     10戸 
床下浸水     54戸 
橋流失       1箇所 

昭和40年9月10日～12日 台風 23号 63 
（中標津）

110 ― 
注 1)

強風のため倒木の接触により停電、 
標津川の増水による氾濫、河岸決壊等

昭和41年10月14日～17日 低気圧 
二つ玉現象 

155 
（中標津）

325 ― 

注 1)
床上浸水 26戸 
床下浸水 68戸 
土砂崩れ 18箇所 
河川決壊  2箇所 
護岸決壊  4箇所 
橋の流失 20箇所 
標津川の増水により 460戸が断水 
サケ捕獲施設の流失等 

昭和47年9月17日～18日 台風 20号 123 
（標津）

367 175
注 1)

標津川の増水による氾濫 
河川決壊等 

昭和50年5月18日～20日 低気圧 
集中豪雨 

177 
（標津）

374 ― 
注 1)

標津川の増水による氾濫 
河岸決壊等 

昭和54年10月19日～20日 台風 20号 168 
（中標津）

406 381

注 1)
停電被害  川北地区 全戸 

中標津町 2,000戸 
 

   注 3)
住宅半壊・一部破損 34戸 
床上浸水       6戸 
床下浸水      25戸 

昭和56年10月22日～23日 台風 24号 73 
（川北）

299 ― 
注 7)

注 1)
標津川の増水による氾濫 
河岸決壊等 

平成10年9月16日～17日 台風 5号 163 
（中標津）

516 400

昭和 22年 9月 15日洪水に次ぐ戦後第
2位の流量を記録 
標津川下流部で河岸決壊 

注 4)
床上浸水    1戸 
床下浸水    6戸 
畑地等の冠水 79ha 
道路の決壊等 53箇所 

平成18年10月6日～9日 低気圧 133 
(中標津) [470] 163

注 5)
標津川の増水による氾濫 
床下浸水    3戸 
住宅一部破損 29戸 
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(3) 治水上の課題 
北海道知事が管理する区間は昭和 34年から河川改修を実施してきたが、戦後
最大規模の洪水である昭和 22年 9月に発生した洪水流量に対し、安全に流下す
るための河積が一部不足している区間がある。 

また、既設堤防については、内部構造が不明確な場合もあることから、堤防

が完成している箇所においても安全性の点検を行うとともに、必要に応じて機

能の維持及び安全性の確保を図る必要がある。 
中標津市街地では内水被害も発生しており、関係機関と連携して被害の軽減

に努める必要がある。 

さらに、治水施設の整備にあたっては、長い期間で施工することになること、

計画規模を上回る洪水が発生する可能性があることから、その被害軽減を図る

ため、危機管理に努める必要がある。 
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1-2-2 河川の適正な利用及び河川環境の現状と課題 

(1) 現状の流況と水利用 
積雪地域にある標津川の流況は、4月から 5月にかけての融雪期に流量が豊富
であり、降雪期である12月から翌年3月まで流量が小さく変動は小さい。また、
俵橋地点では、1/10 渇水流量注）を流域面積 100km2 あたりの流量をみると

1.22m3/s（昭和 51年～平成 17年）となっている。 
注）1/10 渇水流量とは、既往の水文資料から抽出した 10 カ年の第 1 位相当の渇水流量であって、
観測期間が最近 30年間の場合は年々の渇水流量の下から 3位、20年の場合は下から 2位、ま
たは 10年間の場合は最小のもの 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-9 基準地点位置図 
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図 1-10 日平均流量の年変化 

（俵橋地点､平成 19 年） 
 

表 1-2 標津川流域の流況 

観測所名 
流域面積 

（km2） 

注1) 

豊水流量 

(m3/s) 

注2)

平水流量

(m3/s) 

注3)

低水流量

(m3/s) 

注4)

渇水流量

(m3/s) 

1/10渇水流量 

観測期間 流量 

(m3/s) 

比流量注5) 

(m3/s/100km2)

俵橋 420.1 15.66 11.41 9.20 7.18 5.12 1.22 S51～H17
注 1)豊水流量とは、1年を通じて 95日はこれを下回らない流量 
注 2)平水流量とは、1年を通じて 185日はこれを下回らない流量 
注 3)低水流量とは、1年を通じて 275日はこれを下回らない流量 
注 4)渇水流量とは、1年を通じて 355日はこれを下回らない流量 
注 5)比流量とは、流域面積 100km2あたりの流量 

 

標津川の水利用は、指定河川区間の下流部においてサケ・マスの養魚用、そ

のほか普通河川区間において養魚用、営農用、水道水等に利用されているが、

知事管理区間においては水利用がない状況である。また、これまでに渇水被害

が発生した事例はない。 
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(2) 水 質 
標津川水系における水質汚濁にかかわる環境基準の類型指定は、表 1-3、図 

1-11 に示すとおりである。 
 

表 1-3 生活環境の保全に関する環境基準(河川)の類型指定 

水 域 名 該当類型 達成期間注) 基準地点名 備 考 

標津川上流 
ケネカ川合流点から上流 
（ケネカ川を含む） 

AA イ 西竹橋 

S47.4.1指定 
同告示第 1093号

標津川中流 
ケネカ川合流点から俣落川 
合流点まで（俣落川を含む） 

A イ 南共栄橋 

標津川下流(1) 
武佐川の全域 A イ 武佐川橋 

標津川下流(2) 
俣落川合流点から下流 B イ 標津捕獲場

注）『達成期間』の「イ」については、類型指定後、直ちに達成することを示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

図 1-11 標津川の環境基準類型指定の状況 



17 

標津川の環境基準地点における BOD（75%値）の経年変化は図 1-12 のとお
りであり、上流部の西竹橋地点を除き、おおむね環境基準値を満たしている。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

図 1-12 標津川における水質（BOD75％値）の経年変化 
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(3) 動植物の生息・生育状況 
標津川はケネカ川合流点を境にして、自然豊かな源流部から牧草地の広がる

山地を流れる上流部と、丘陵地から中標津市街地、そして低平地を流れる中流

部に大別される。 
源流部からケネカ川合流点に至る上流部は、河床勾配が 1/100 以上の急流で

あり、河道は蛇行し、瀬と淵が連続する自然河川である。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
上流部 

 

魚類は、水温が低く、水質の良好な渓流に生息するオショロコマをはじめ、

ヤマメ、エゾトミヨ、シベリアヤツメなどが生息している。さらに、サケの産

卵床が確認されている。 

河道周辺に広がる河畔林は、オノエヤナギやエゾノキヌヤナギなどのヤナギ

林や、樹齢 100年以上の直径 100cm近い巨樹が生育するハルニレ・ヤチダモ林
などが分布している。また、その他の植物では、きれいな流水中に生育するバ

イカモ、河川沿いにはエゾノミヤマハコベなどが生育している。鳥類は河岸の

土壁にはカワセミが営巣し、サケの死骸を採餌しにオジロワシなどが集まる。

また、養老牛温泉付近では、天然記念物であるシマフクロウの生息が知られて

いる。哺乳類では、エゾシカやキタキツネ、エゾタヌキなどが生息し、エゾヒ

グマが遡上するサケ等の捕食に現れることが知られている。 
 
 
 

シマフクロウ オショロコマ 
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ケネカ川合流点から共成橋に至る中流部は、河床勾配が 1/500～1/800 となっ

ている。また、河道状況は、ケネカ川合流点から中標津町市街地までの自然河

川を残す区間は蛇行しながら瀬と淵が連続している。一方、中標津町市街地か

ら共成橋まではこれまでの捷水路工事等により川の流れが単調化している区間

もあるが、河道内には緩流域、深場、浅場ができ多様な流れができつつある。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中標津町市街地より上流の区間では、ヤナギ林や巨樹が生育するハルニレ・

ヤチダモ林が連続して分布し、流水中にはバイカモが見られ、河岸にはカワセ

ミの営巣地やキタキツネの巣穴などが確認されている。また、上流部より続く

河畔林にはエゾシカ、イイズナ、エゾタヌキなどの哺乳類が生息している。 

市街地より下流の区間では、本川沿いは、ヤナギ林やケヤマハンノキの一斉

林など単純な植物相となっている。魚類はヤマメが多く、他にはオショロコマ、

アメマス、フクドジョウ、エゾトミヨなどが確認されている。また、本川では

カラフトマスの産卵床、支川ではサケやサクラマス（ヤマメ）の産卵床が確認

されている。河床が砂礫の場所では、ヤマメなどのサケ科魚類が欠かせない生

活史を持つカワシンジュガイが生息している。また、河岸が侵食されてできる

土壁にはカワセミの営巣地が確認されている。 

また、標津川に隣接する丸山公園や中標津町の格子状防風林においては、水

面上で採餌するモモジロコウモリ注）やドーベントンコウモリ注）などが確認され

ている。 
注）コウモリ類は、「中標津の格子状防風林」保存・活用事業報告書（2006 年 3月 中標津町文化的 

景観検討委員会）のコウモリ調査資料による。 

 

 

 

 

 

カワセミ サクラマス（ヤマメ） 

中流部 
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一方、本川から切り離された旧川沿いは捷水路工事以前の河畔林の姿を残して

おり、巨樹が生育するハルニレ・ヤチダモ林が分布している。流れが無くなり

止水域となった水中には、タヌキモやヒンジモなどの水生植物、ミクリ類など

の抽水植物が繁茂し、緩やかな流れを好むヤチウグイ、エゾトミヨ、イバラト

ミヨなどが多く生息している。 

 

表 1-4 標津川(知事管理区間) 確認種 

分 類 種 数 確 認 種 

哺乳類 7 科 13 種 
オオアシトガリネズミ、エゾリス、エゾシマリス、エゾヤチネズミ、ヒメネズ
ミ、ドブネズミ、キタキツネ、イイズナ、エゾシカ 他 

鳥 類 33 科 101 種 

留鳥 
夏鳥 

オシドリ特、オオタカ特、タンチョウ特、オオジシギ特、オオアカ
ゲラ特、コアカゲラ特、ヒバリ、ショウドウツバメ、オジロワシ特、
ヒガラ、シジュウカラ、カワセミ 他 

旅鳥 
冬鳥 

ヒシクイ特、オナガガモ、アオサギ、タヒバリ、オオワシ特 他 

両生類・爬虫類 2 科 2 種 ニホンアマガエル、エゾアカガエル 

魚 類 5 科 17 種 
スナヤツメ特、シベリアヤツメ特、ウグイ、ヤチウグイ特、エゾウグイ特、 
フクドジョウ、サケ、サクラマス（ヤマメ）特、オショロコマ特、アメマス、 
エゾトミヨ特 他 

陸上昆虫類等 136 科 456 種 
エゾチッチゼミ、キタイトトンボ、ギンイチモンジセセリ特、ルリシジミ、 
ウラギンスジヒョウモン特、タカネクロバエ特、ケマダラカミキリ特 他 

底生動物 60 科 158 種 
モノアラガイ特、フタバコカゲロウ、ツメナガナガレトビケラ、マメゲンゴ
ロウ、ハセガワドロムシ特 他 

植 物 90 科 509 種 

木本類
オノエヤナギ、エゾノキヌヤナギ、タライカヤナギ特、ケヤマ
ハンノキ、ハルニレ、ヤチダモ、クロミサンザシ特、ホザキシ
モツケ特、ネムロブシダマ特  他 

草本類

ノダイオウ特、チシママンテマ特、エゾノミヤマハコベ特、エゾ
ハコベ特、フクジュソウ特、エゾキンポウゲ特、バイカモ特、ナ
ガミノツルキケマン特、ノウルシ特、ヤマタニタデ特、クロユリ
特、タマミクリ特、ホソバヒルムシロ特、ホソバウキミクリ特、 
ヒンジモ特、タヌキモ特、ミズアオイ特、エゾミクリ特  他  

注1) 種数・確認種は、以下の調査結果による。 

標津川流域における植生調査 

平成 7年度 標津川環境整備工事（環境調査） 

平成 8年度 標津川環境整備工事 環境調査 

平成 8年度 標津川小規模改修工事（環境調査） 

平成 9年度 標津川広域 B改修工事環境調査委託 

平成 12年度 標津川広域一般改修工事河道計画調査設計 

平成 13年度 標津川広域一般改修工事環境調査 

平成 14年度 標津川広域一般改修工事環境調査 

注2) 特：環境省レッドリスト等の記載種を示す。 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

ハルニレ ヤチダモ 
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(4) 河川景観 
標津川源流部からケネカ川合流点に至る上流部は、河道が蛇行し瀬と淵が連

続する自然河川である。河道の周辺には樹木が水面を覆うように繁茂し、自然

豊かな河川景観となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上流部の河道の景観 
 

中流部のうち中標津町市街地までの区間は、河道周辺の土地利用が少なく蛇

行河道が多く残っており、上流部と同様、樹木が水面を覆う河川景観が続いて

いる。 

中標津町市街地より下流の区間は、ヤナギ林やケヤマハンノキ林などが連続

して分布する河川景観となっている。 

河川周辺には旧川が残されており、ハルニレ・ヤチダモ林が分布し、タヌキ

モやヒンジモなど止水環境を好む植物が繁茂する景観となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中流部の市街地付近の景観 
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(5) 河川空間の利用 
河川空間は、観光地や住民の憩いの場として様々に利用されている。 

上流域では、奥深い自然に包まれた養老牛温泉があり、「中標津の奥座敷」

として地域の観光名所となっている。 

中流域の中標津市街地では、平成３年度に地域住民の標津川に対する意識調

査結果から、親水性のある施設を配置し自然観察や水に親しむ場、憩いの場づ

くりを住民が望んでいることを受けて「標津川環境整備基本計画」を立案し、

その考え方に沿った整備が行われている。その中には旧川と河畔林を利用した

丸山公園があり、公園に隣接する高水敷は散策路や植樹等の環境整備が行われ、

町民の憩いの場として親しまれている。また、中標津町の市街地を流れる支川

タワラマップ川では、官民一体型の町づくり事業として川づくりが進められ、

子供達や地域の人々が気軽に遊んだり学習に活用できるようになっている。 

夏場には河畔林の間をすすむカヌー下りや、夜に映える水面を利用した花火大

会など地域になくてはならないふれあいの場を提供している。 

標津川では広範囲にヤマメやオショロコマ等が生息していることから、釣り

を楽しむ人の姿も見受けられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-13 河川空間の利用 

樹林に囲まれた養老牛温泉 丸山公園に隣接する散策路 

タワラマップ川「河童まつり」の様子 
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(6) 自然復元に関する取り組み 
標津川においては、地域の主力産業である農業と漁業を結ぶ河川環境の創造

や魚類に対する配慮、自然河川への復元に向けた地域の要請、河川法改正に伴

い「河川環境の整備と保全」が新たに位置付けられたことなどを踏まえて、指

定河川と同様に洪水の危険から地域を守りつつ、できるだけ川を自然の姿に戻

す「自然復元川づくり」に取り組んでいる。 

具体的には、標津川の川づくりを進める上で、今後の川づくりのあり方や方

向性を検討することを目的として、学識経験者、地域住民などを委員とする「標

津川流域懇談会」を平成 12 年 11 月に発足し、5回にわたる議論を重ね、これか

らの川づくりのあり方に関する提言が平成 15 年 6 月にとりまとめられた。 

この提言では、生物が生息しやすい多様な環境の保全・復元を目指すため、

蛇行河川の復元などによる魚が棲みやすい瀬や淵のある多様な流れの形成、落

差工の改良などによる魚が自由に行き来できる川の連続性の確保、様々な生物

のすみかとなる河畔林や湿地のある氾濫原の復元などの「自然復元川づくり」

の目指すべき方向が示された。 
知事管理区間における自然復元に関する取り組みとして、既設落差工の魚道

が近年改良され、魚類の移動環境が改善されている。河川改修工事によって伐

採された河畔林については、植樹や移植により河畔林の復元を図っている。ま

た、川幅を広くした区間の河道内には緩流域、深場、浅場、河原などができ多

様な流れができつつある。 
 

 

 

 

 
 

 

 

  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
平成 19 年植樹箇所 住民による植樹会の様子 

改良前（平成 16 年 9 月） 改良後（平成 20 年 6 月） 

第１落差工の魚道改良
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工事前の河道（平成元年撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工事後の河道（平成 18 年撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工事後の河道（平成 20 年撮影） 

 

KP15.6 付近

KP15.6

KP15.6
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(7) 河川の適正な利用及び河川環境上の課題 
標津川は、サケ・マスの重要な増殖河川となっており、ふ化放流や自然産卵

したサケ、サクラマス（ヤマメ）等が降下・遡上する河川であるため魚類が生

息しやすい多様な環境の保全・復元に努める必要がある。 

水質の一般的な指標である BOD（75%値）の経年変化は、西竹橋地点を除きお

おむね環境基準を満足しているが、今後も水質が悪化しないよう河川の監視を

続けながら関係機関と連携し水質の保全に努める必要がある。また、水質基準

を満たしていない西竹橋地点では水質向上に努める必要がある。 

今後の河川整備を進めるにあたっては、現存する河畔林を治水上支障のない

範囲で極力保全するとともに、積極的に多様な河畔林の復元を目指す必要があ

る。中標津市街地など河川空間として地域住民に利用されている箇所では、利

用面も考慮しつつ間引き等による河畔林の管理が必要である。 

河道掘削にあたっては、魚類の生息環境に配慮し緩流域、深場、浅場、河原

など水際の変化や流れの多様性の保全・復元および産卵環境の保全・回復に努

める必要がある。魚道の機能を維持し河道の連続性の確保に努めるとともに、

貴重で身近な自然環境に配慮し、標津川らしい河川景観の保全と形成に努める

必要がある。さらに工事時期は、川辺に生息するカワセミ等の鳥類の繁殖期や

サケ、サクラマス（ヤマメ）等の遡上・産卵期を避けるなどの配慮が必要であ

る。 
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1-3 河川整備計画の目標 
 
標津川流域は、国内を代表する酪農業や水産業の拠点として、根室地方北部

の中核として発展を続けている地域である。 
昭和40年代から始まった大規模な草地開発事業や標津川の捷水路工事等によ

る洪水の疎通能力の増大が図られたことにより、広大な牧草地ができ酪農業が

営まれている。また、標津川はサケ・マスの増殖河川となっており、ふ化放流

や自然産卵したサケ、サクラマス（ヤマメ）等が降下・遡上する河川であり、

魚類の生息しやすい多様な環境が求められている。 
標津川の上流部は、河道は蛇行し、瀬と淵が連続する自然河川であり、天然

記念物のシマフクロウをはじめとする多くの生物が生息する自然豊かな河川環

境を有している。中流域のケネカ川合流点から中標津町市街地までの自然河川

を残す区間は蛇行しながら瀬と淵が連続している。また、中標津市街地下流に

は、現在も旧川（三日月湖）が残っており、捷水路工事以前の環境が存在する

など、優れた自然環境に恵まれた地域でもある。 
しかし、洪水を安全に流下させるための河積が不足している区間があり、洪

水氾濫の危険性を極力減少させるため、河積の拡大により水位低下を図る必要

がある。 
このため、自然豊かな河川環境に配慮した河川整備により、地域が洪水から

守られ人々が安心して暮らすことができるとともに、サケ・マス等の魚類の生

息環境に良好な標津川が形成されることとなる。 
かつてイトウが生息していた標津川は、酪農業や水産業などの地域産業を支

える基盤となる役割を担っており、この自然豊かな標津川を地域が一体となり

守り育て、次世代へ引き継いでいくことが望まれる。 

 

1-3-1 河川整備計画の対象区間 

 

本河川整備計画の対象とする河川は、表 1-5 に示す標津川水系の北海道知事

管理河川 8河川、管理延長 75.9kmとする。 
このうち、優先的に整備を実施する河川区間は、標津川の真橋下流から中標

津橋に至る区間の 5.0kmである。 
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表 1-5 河川整備計画の対象区間 
 

注）優先整備区間とは、河道拡幅や堤防補強等の治水対策を実施する区間。 

※本整備計画の対象区間は、指定河川区間を除く知事管理区間とする。 
 

 

河川名 

区  間 優先整備

区間注）

延長(㎞)

備考
上流端（目標物） 下流端 

延長 

(㎞) 

標津川 
標津郡中標津町字中標津 

（モアン川合流点） 

左岸 標津郡中標津町字中標津

入線北8番2地先 

右岸 同  町同字75番地先 

（町道共成橋） 

38.6 5.0 

 

武佐川 クテクンベツ川の合流点 

標津郡中標津町字中標津事業区

203林班（い）小班 

（イロンネベツ川の合流点） 

1.5 ― 

 

ウラップ川 
標津郡標津町字川北1579番地先の 

共栄橋下流端 

標津郡標津町字川北地先の標津

第2号標柱 

（ウラップ川橋下流端） 

5.5 ― 

 

クテクンベツ川 
標津郡中標津町字北武佐19線17 号 

道路橋下流端 
武佐川への合流点 6.8 ―  

ますみ川 

標津郡中標津町東23条南1丁目9番

地 1 地先の国道ボックスカルバート

上流端 

標津川への合流点 0.5 ―  

タワラマップ川 
標津郡中標津町字中標津1446番地先

の開発道道タワラマップ橋下流端 
標津川への合流点   0.3 ―  

俣落川 パナクシュベツ川の合流点 標津川への合流点 9.5 ―  

ケネカ川 
標津郡中標津町字中標津 

（カンジウシ川合流点） 
標津川への合流点 13.2 ―  

合  計 75.9 5.0  
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1-3-2 河川整備計画の対象期間等 

本整備計画は、今後概ね 30 年間、優先整備区間は概ね 10 年間に行う河川整
備を対象としているが、現時点での流域の社会状況、自然環境、河道状況に基

づき策定するものであり、策定後、これらの状況の変化や新たな知見、技術の

進歩等の変化が生じた場合は、必要に応じて見直しを行うものとする。 
 

1-3-3 洪水による災害の発生の防止又は軽減に関する事項 

河川整備計画の対象とする河川のうち、優先整備区間については、洪水の発

生状況、氾濫区域内の資産の状況、想定される被害の実態、現況の流下能力を

踏まえて他の整備計画区間よりも優先的に河川整備を行い、洪水による被害の

防止、軽減を図るものとする。 
標津川においては、中流に位置する中標津町市街地及び広大に広がる農村地

帯に対し、早期に治水安全度を確保する必要がある。共成橋から中標津橋にお

いて、昭和 22年 9月に発生した洪水流量（以下「目標流量」という）を対象と
し、中標津町の市街地・農地への水害を防止することを目的に整備を進めてい

るところであり、同区間について引き続き整備を進める。 
目標流量を安全に流下させるための河積が不足している区間については、河

道の維持、周辺の土地利用状況等の社会状況の変化、河川環境等に配慮しなが

ら、堤防の新設、河道掘削等により必要な河積を確保して洪水被害の軽減を図

る。また、既設堤防については、必要に応じ堤防の補強を行う。さらに、雨量・

水位情報をリアルタイムで収集し、関係機関に提供することにより、水防活動

等の必要な対策への支援を迅速に行い被害の防止、軽減を図る。また、中標津

市街地では内水被害も発生していることから、関係機関と連携して被害の軽減

に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-16 標津川整備計画目標流量配分図 
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1-3-4 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する目標 

(1) 流水の正常な機能の維持に関する目標 
流況、利水の現況、動植物の保護・漁業、景観、流水の清潔の保持等の各項

目に必要な流量を考慮し、概ね 10年に 1回起こりうる渇水時において、表 1-6
に示す標津川における流水の正常な機能を維持するため必要な流量の確保に努

める。 
なお、今後、水利使用等が変更された場合、当該流量は結果として増減する

ことがあるものである。 

表 1-6 流水の正常な機能を維持するために必要な流量 

基準地点 必要な流量 

俵 橋 概ね 5m3/s 

 
(2) 河川水の適正な利用に関する目標 
利水施設における取水及び流況の適正な管理を引き続き行い、合理的な流水

の管理に努める。 
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1-3-5 河川環境の整備と保全に関する事項 

(1) 河川環境の整備と保全に関する目標 
現況河床や多様な水際及び河畔林が動植物の生息・生育環境となっているこ

とから、治水との整合を図りつつ極力保全する。魚類等の生息環境の保全・形

成を図るため、サクラマス（ヤマメ）等の産卵床の保全、さらに本・支川の移

動の連続性の確保等に努める。また、捷水路工事前の昔の姿が残っている旧川

については、その保全に努める。工事時期はカワセミ等の鳥類の繁殖期やサク

ラマス（ヤマメ）等の遡上・産卵期に配慮し、専門家と相談しながら設定する。 
河川景観の構成要素となる河道掘削後の河岸については、植生の早期回復を

図るとともに周辺の河畔林と一体となった標津川らしい景観の形成に努める。 

水質の一般的な指標である BOD の経年変化は、おおむね環境基準を満足して

いるが、上流の西竹橋地点では満たしていないため、関係機関と連携し、水質

の維持・改善に努める。 

 
(2) 河川空間の利用に関する目標 
標津川の河川空間の利用の現状を踏まえ、河川環境の整備と保全が適切に行

われるよう、地域住民や自治体との共通認識のもと秩序ある利用に努める。ま

た、河川空間は中標津町の「標津川環境整備基本計画」の考え方に沿って、人々

が川や水辺とふれあう場や子供達の環境教育の場として利用されるよう地域住

民や関係機関と連携し、その整備に努める。 

 

(3) 「自然復元川づくり」による生物が生息しやすい多様な環境の保全・復元 
標津川は、貴重な生物の生息・生育環境としての役割を担っていることから、

洪水の危険から地域を守りつつ、できるだけ川を自然の姿に戻す「自然復元川

づくり」を地域住民や学識経験者と連携し取り組む。 

自然復元川づくりにあたっては、掘削断面の工夫等により川本来の機能を回

復させ、河原、寄州などの形成により水際の変化や流れの多様性の復元に努め

る。また、治水上支障のない河川区域には、積極的に樹木の移植・植樹を行い、

河畔林の復元に努める。 

これらの実施にあたっては、学識経験者等からの助言を得ながら、地域住民

の意見を聴いたうえで具体的な対策を検討する。 
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2. 河川整備の実施に関する事項 

2-1 河川工事の目的、種類及び施行の場所並びに当該河川工事の施行により設置
される河川管理施設の機能の概要 

2-1-1 洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項 

標津川において河川整備計画の目標を実現するための具体的な方策として計

画的に河川整備を施工する河川は、以下のとおりである。 
 
(1) 河川工事の目的 
 

標津川は、河道への配分流量を安全に流下させるため、河道の掘削や堤防の

新設を行うことで流下能力の向上を図り、洪水氾濫を防止する。水衝部におい

ては必要に応じ、河岸侵食防止対策を図る。 

標津川の河畔林を治水上支障のない範囲で極力保全するとともに、積極的に

樹木の移植・植樹を行い、捷水路工事以前の多様な河畔林の復元を目指すもの

とする。また、河道の整備においては魚類の生息・生育環境に配慮し、緩流域、

深場、浅場、河原など水際の変化や流れの多様性の復元に努める。 

既設堤防については、内部構造が不明確な場合もあることから、調査・点検

を行い、必要に応じて強化対策を図りつつ、既設堤防の補強を行う。 

 

(2) 施行の場所 
 

真橋下流 1.4km地点（KP16.1）から道道俣落西５条線（中標津橋）直下流地
点（KP21.1）までの延長 5.0km区間 
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(3) 河川工事の種類 
 

河道の掘削、堤防の新設、河岸侵食防止対策、捨石工、既設堤防の補強、河

畔林の整備（移植・植樹） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-1 河道の拡幅の概念図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

図 2-2 河畔林整備の概念図 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

図 2-3 既設堤防の補強の概念図 
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(4) 河川環境への配慮事項 
拡幅部以外の河畔林を極力保全するとともに、裸地等へ樹木の移植・植樹を

行う。樹木については、ハルニレやヤチダモなどの在来林を一部存置できるよ

うな計画とし、河岸については在来植生の早期回復に努める。河畔林が不連続

の区間については、河畔林の連続性の確保に努める。 

川幅を出来るだけ広く確保し河川の自由度を向上させることで、河道内に緩

流域、深場、浅場、河原など水際の変化や流れの多様性の復元を図る。 

 

2-1-2 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項 

流水の正常な機能を維持するために必要な流量として、俵橋地点において概

ね 5m3/s を確保することを目標に、用水の安定供給、動植物の生息・生育環境の

保全等に努める。 
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2-2 河川の維持目的、種類及び施行の場所 

2-2-1 河川維持の目的 

河川の維持管理は、地域特性を踏まえつつ、災害発生の防止、河川の適正な

利用、流水の正常な機能の維持、河川環境の整備と保全など、総合的な観点か

ら河川の有する多面的機能を十分に発揮できるよう適切な実施に努める。 
 

2-2-2 河川維持の種類 

(1) 河川の巡視及び点検 
平常時は定期的に河川巡視を行い、河川管理施設の状況、河岸や河道内の状

況等を把握する。 
出水時は降雨や河川水位の状況から、河川管理施設の状況や異常の発生の有

無を把握するため、河川巡視を行う。 
また、出水後等に河川巡視を行い、河川管理施設の状況を確認し、今後の出

水等により危険が想定される場合には、当該区間において必要な対策を講ずる

ものとする。 
 
(2) 河道の維持 
河床の低下は、護岸構造物等の基礎が露出するなどにより災害の原因となる

ため、早期発見に努めるとともに、河川管理上の支障となる場合には、適切な

処置を行う。河道に土砂が堆積し、治水上支障となる場合は、河川環境に配慮

しながら、掘削等の必要な対策を講ずるものとする。 
魚道など河道の連続性について点検し、支障がある場合は適切な処置を行う。 
 
(3) 伐採、草刈による維持 
河道内の樹木については、モニタリングを行い、治水上支障となる場合には

必要に応じ樹木の密度管理（間引き等）を実施し、洪水時における流木・倒木

の発生の防止に努める。樹木については、ハルニレやヤチダモなどの在来林を

できるだけ存置することとし、樹木群の適正な管理（伐採）を行う。 
生物の生息・採餌の場となっている樹木の間引き等の実施に際しては、学識

経験者や専門家等の助言を得るとともに、必要に応じて調査を実施し伐採する

樹木の判別・選定を行う。 
堤防法面等については、堤防機能を維持するために草刈を行う。 
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2-3 河川の情報の提供、地域や関係機関との連携などに関する事項 
 

2-3-1 河川にかかわる調査・研究などの推進に関する事項 

河川整備、維持、管理等のため、必要に応じ河川周辺の地形調査（河道形状、

河床材料等）や環境調査（水質、魚類、鳥類、植生等）を関係機関の協力を得

ながら行うものとする。 
標津川の自然復元を実施するにあたっては、まだ技術的に不明な点も多いこ

とから、治水面と整合を図りつつ効率的な維持管理が可能となるよう、学識経

験者等から助言を得て、長期的視点に立ち、できるだけ自然の復元力を活かし

ていくような方策をとるものとする。その際、事業実施による自然の反応（水

際の変化、流れの多様性、河畔林の生育状況等）をモニタリングし、その状況

に応じ適宜フィードバックしながら進める順応的管理により行う。 
 
2-3-2 河川情報の提供の促進に関する事項 

河川工事の実施にあたっては、地域住民、関係機関に対し説明会等を開催する

とともに意見交換の場を設ける。また意見交換の場は、河川工事の計画段階に

おいても適宜設けるものとする。 

洪水時には雨量・水位情報や河川パトロールによる情報を関係機関に迅速に提

供し、円滑な水防活動の支援を行う。 
また、浸水被害の軽減を図るため、関係機関と連携し浸水想定区域図の公表や

ハザードマップの作成を支援する。 
河川事業の紹介、河川愛護・美化、水質改善に向けた取り組み、子供達への環

境教育の取り組み等、河川に関する広報活動・情報提供を行い、河川事業に関

して広く理解を得られるように努める。 

 
2-3-3 地域や関係機関との連携などに関する事項 

地域特性やニーズを反映させた河川整備の実施と河川管理を目指し、地域住

民・関係機関との連携・協働によって、住民参加による川づくりや植樹会の開

催に努める。さらに、子供達への環境教育の場の提供・支援が図られるよう努

める等、住民参加型の河川管理の構築に努める。 

自然豊かな標津川を目指し、河畔林が不連続の区間については、関係機関と連

携して河畔林の連続性の確保に努める。 
水質事故が発生した場合は、事故状況を的確に把握し、関係機関への連絡、事

故後の河川、水質の継続的な監視、迅速な事故処理等を原因者および関係機関

と協力して行う。 
また、洪水による災害発生時には、自治体や水防団および地元建設業者等と連

携し、災害の拡大防止や被災施設の早期復旧を図るものとする。 



 

 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 

標津川水系河川整備計画 附図 
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